
























要約：咀嚼機能の健全なる育成は,小児歯科医学の目的といっても過言ではない。咀嚼機能

の健全育成のためには,授乳期からの注意が必要である。井上らは,母乳哺育児と人工哺育

児の吸啜時の顎運動の相違点を昨年度すでに報告したが,それらの子供達を継続的に調査

し,咀嚼運動に違いがあるかの研究を行っている。また,吉田らの吸啜運動から咀嚼運動開

始への移行期の動物実験では,口腔末梢感覚情報のうち歯根膜が咀嚼運動開始に重要な役

割を果たしていることを昨年度報告した。平成 2年度は,唾液腺がどのように影響している

か調査した結果,咀嚼運動開始がコントロール群と比較して 12 日間遅くなった。 

小椋らは,平成元年度はゼラチンゼリーの物性(硬度と大きさ)を変えることで,成人の咀嚼

能力の評価方法を確立し報告した。平成 2年度は同一個人がゼラチンゼリー摂食時の日間

差と時間差のバラツキの程度を調査し,安定性があることを確認した。さらに,各年代の小

児の咀嚼筋筋電図と咀嚼時間および咀嚼回数の計測値を検討した結果から、5 個のゼラチ

ンゼリーを試料として選択した。一方,伊藤らは,試料として選択された5個のゼラチンゼ

リーを用いて,咀嚼能率の評価方法として開発されたチューインガム法との比較検討をし

た結果,咀嚼周期(咀嚼時間/回数)とよく対比できると報告している。亀谷らは選定された

5 個のゼラチンゼリーを用いて成人の標準値作成に着手している。なお,玉置らは,咬合挙

上が全身に及ぼす影響について研究を行っている。 


